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時間 主な活動 発言 留意点

導
入

１．学習のねらい

２．アイスブレイク
•ジャンケンチャンピオン

３．ルールとマナーの確認

アイスブレイク編Ｐ．７参照

Ｐ．６参照

•４～６人のグループ
に分ける。

展
開

10

15

5

４．ワークシートに記入する。
•子どもへの言葉かけ

（ワーク１）

５．グループで話し合う。
•望ましい言葉かけについて

（ワーク２）

６．グループごとに発表する。

４．ワーク１に２つの事例が載っ
ています。子どもの心を傷つけ
てしまうような言葉かけを考え
てみましょう。お互いに聞き
合って感想を話し合っていただ
きます。

５．どんな言葉を思いつきました
か？お互いに聞き合って感想を
話し合いましょう。また、子ど
もの心に響く望ましい言葉かけ
をグループで考えて、ワーク２
に記入してください。

６．どんな言葉にきまりました
か。グループで出た意見を発表
してください。

•自分が普段するかし
ないかではなく、一
般的につい言ってし
まいがちな言葉を考
える。

•抽出グループでも可。

ま
と
め

5

5

７．ふりかえり

８．まとめ

７．心に響くことばかけではどん
なことが重要でしょうか。今日
を振り返って、気づいたことを
ワークシートにまとめてくださ
い。

•２～３人に発表して
もらう。

いかがでしたか。子どもの心に響く言葉かけは、感情的に叱ったり否定的な言葉を発した
りするのではなく、子どもの努力やよい点をほめながら、子どもがどうしたらいいのかがわ
かるように具体的に伝えることが重要ではないでしょうか。子どもを一人の人間として扱い、
尊厳を大切にすることが求められています。

今日は、子どもの心に響く伝え方について皆さんと考えてみたいと思います。その前に、
ちょっとリラックスするために、簡単なゲームをしましょう。

≪ねらい≫
○子どもが失敗をしたりよくない行動をしたりしたとき、子どもの心を傷つけずに子どもへ思いを伝え
るにはどうしたらよいかを考え、日常生活に生かすことができるようにする。

≪準備物≫
○ファシリテータ：ワークシート
○参加者：筆記用具

①　子どもが育つステキな言葉

６．しかり方ほめ方

（10）

（30）

（10）
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子どもがよくない行動をしたときはついつい感情的に叱りがちです。日ごろ
の子どもへの接し方を振り返り、場や状況に適した言葉かけをすることによっ
て、子どもの成長を促していきませんか。

子どもが育つステキな言葉

子どもが失敗したときやつまずいたとき、どんな言葉をかけるのが
いいのでしょうか。ワーク２

今日を振り返って

子どもへの言葉かけを考えてみましょう。ワーク１

○50ｍ競走。一生懸命走ったが､途中転んで、最後になってしまった…

○片付けを手伝っていて、花瓶を落として壊してしまった…

≪つい言ってしまいがちな言葉かけ≫ ≪望ましい言葉かけ≫

≪つい言ってしまいがちな言葉かけ≫ ≪望ましい言葉かけ≫


